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溶接施工データベースの開発と適用例

キロニー産業（株）　鈴木　康幸　木塚　秀雄

0．緒言

　21世紀を迎えるにあたって、“1丁（Informat　ion　TechnoIogy）”という言葉が現代社会に

おいて世界的に共通のキーワードとして新聞、テレビなどの各メディアにおいて取り上げられ

ない日がないといっても過言ではありません。そして、我が国においても政府機関をはじめ各

企業、研究機関、教育機関でも“I　T”の利用や構築に積極的な取り組みが始まっており、溶

接分野のみならず、製造分野全体が関わりを持つことは避けられず、むしろ“I　T”化の先駆

的な役割を期待されております。そこで、“l　T”化をすすめるにあたって、コンピュータや

データ通信などの新しいテクノロジーの特質を十分把握し、製造、溶接分野がより効果的に“l

T”化の効用を享受するための利用方式を考えたいと思います。

1．溶接施工情報データベース　ー四冨』．D耐G　C4ム隅尺

　I　T”という言葉は、きわめて抽象的な表現で、その実態を明確にすることは容易ではあり

ませんが、その中心に“コンピュータの援用”が存在することは共通した認識でしょう。“コ

ンピューダ7というツールの特性を十分に把握し、溶接技術に活用することが“I　T”化と同

義と考えます。そこで、“コンピューター”特性である、機械制御信号、演算結果、動作手順

記録数値など様々なデータを大量に、しかも半永久的に記憶しておく“記憶装置”の特性を活

かし、施工時に発生する技術的な情報を将来の施工に役立てることを目的とした、

　　　　溶接施工情報データベース　ーW監二ρ」”G　C4二隅舜

の開発に取り組みました。

　溶接施工現場で発生する技術的な情報、いわゆる“ノウハウ”の項目を列挙すると膨大な数

となり、しかも“文字”の形式で表現できない

　　　　・対象物の写真、開先図

　　　　・施工時のビデオ

　　　　・作業留意点の音声メモ

　　　　・作業結果の写真や検査レポート

なども将来の“施工の再現”には不可欠なものであります。　蜥E二DJ”G　C4二隅R　は近年、

飛躍的に発達した5‘コンピューター”の“マルチメディア”表現力を援用して、これらの“文

字”の形式で表現できない情報も蓄積し、これを再利用することで施工上の技術的問題解決の

ツールとなることを目的としています。
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3．施工現場情報の蓄積とC4SF4．”百7構想

データベースという“入れ物”は用意しましたが、この中にコンピュータが取り扱える形式で

“データを蓄積する”ことが本来の意味での“データベース構築”であり、この作業を効率よ

く行うわないとなかなか、“データベース”が構築できません。ところが近年パーソナルコン

ピュータがコストダウンによって、スタッフに一人一人に普及し、レポート、図面、現場写真、

ワーク写真、作業ビデオなどが各コンピュータで作成されることが日常的になってきており、

各コンピュータ内には“個人的“なデータが、かなり蓄積されるようになりました。また、パ

ソコンで制御パラメータを作成し、それにより動作するロボットや装置、計測データをパソコ

ンが取り扱える形式で出力する計測器なども開発されてきました。また、業務や人事関係、文

書管理などのデータベースもパソコンを利用した運用が増えてきており、情報が“パソコン”

の中に日常的に蓄積され始めました。これらを“L　A　N（ローカル・エリア・ネットワーク）”

や“インターネット”を使用して効率的かつ日常的にデータベースのデータを蓄積に活用する。

これが私たちの考える溶接施工現場“l　T”化構想一C4S7＝，4・”ε7です。

　C4S74・”ε7構想の一部分として、今回は、WIE乙D’”G　C4∬4Rが取り扱うデータの中

で、日常的には溶接施工とは別目的でデータを管理しているデータベースをご紹介します。

4．溶接電源保守管理データベース　ーWpS　C4ロAR

　施工データベースに入力する項目には、溶接作業とは別の視点で管理が必要となるものもあ

ります。例えば“溶接電源”は施工データベースの記録として、作業に使用した溶接電源を保

有している一覧から選択して入力すれば完結しますが、保有している“溶接電源”は設備管理

の面から定期点検や故障状況を把握する必要があります。このWIPS　C4二’14爬単独でも動作

し“溶接電源”の

　　　・保守・定検の実施の管理

　　　・故障履歴の蓄積と集計

　　　・保守上のコストの集計

などを管理します。

　WIE乙D4”G　C4二’4舜は、WPS　CA二’4Rのような、施工データとは別の目的ので運用さ

れているデータベースと連動させ、保守データと施工データの関連付けも取ることができます。

このように、C4S7」・痔”E7上、動作する個々のデータベース・アプリケーションは、さまざ

まな角度、用途に有効利用されます。
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4．まとめ

4．1製造文化の継承

　現在、我が国の“製造技術”は世界的にも評価されておりますが、この“製造技術”は製造

に従事する人々が長年にわたって積み上げて確立された1つの“文化”であり、将来も‘‘もの

作り”を支えていくためには、この“文化”を継承することが不可欠です。しかし、現在の

“ベテラン技能者”の高齢化、若年層の“もの作り離れ”などの人的資産の減少は、“文化”

の継承を危うくする状況です。私たち、この“人的資産”を補うこため“データベース”など

で“情報蓄積”していくことが、“コンピュータ援用”の有効な活用と考えます。

4，2品質への裏付け

　施工データの蓄積は、将来発生すると思われる技術的な課題を解決する支援手段となること

を第一の意義としてきました。しかし、この施工データの蓄積は、同時に製品に対する品質を

裏付ける証明としての側面も持っています。例えば、弊社システムの溶接施工状態記録管理シ

ステム　ー爬εC・、4”γ　は施工中の電流や電圧、溶接速度までの状態の記録でありこの記録は、

溶接施工が安定した状態で行われたか否かの合理的な証明となるため、これを施工データベー
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スに整理しておくことも、最近取り上げられている“製造物への不信感”を払拭するひとつの

手段ではないでしょうか。

4．21丁時代への展望

　21世紀を迎えるにあたり、我々溶接分野でもI　T化は避けられない問題でありむしろ正し

く取り入れてゆくべきものでもあると考えます。しかし、最近の“I　T”と言われるもの関心

は、“電子商取引化”や“高速通信網整備“などの情報伝達手段、設備の拡充などにのみ向け

られている感を禁じ得ません。しかし本来の情報活用は，“いかに（how）”伝達するかではな

く，“何を（What）”伝達するかを充実させることが重要であり、しかも“何を”は時代の要

求や社会情勢に影響され普遍的・画一的にはなりえず、絶えず変化していくものです。私たち

は溶接技術が“l　T”のメリットを享受するために、時代に応じての“何を”を常に見直し、

考えてゆく姿勢を持って“I　T”に取り組んで行くべきとと考えております。
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